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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に対し、複数のアノテーションが付された医用画像、及び複数の文字列から構成
される読影レポートを作成するための作成画面を表示させる表示制御部と、
　前記複数のアノテーションから所望のアノテーションを選択する入力部と、
　前記入力部により選択された前記所望のアノテーションのみが付された前記医用画像を
前記作成画面における所望の前記文字列に対して移動する指示がなされた場合に、前記所
望のアノテーションのみが付された医用画像を前記所望の文字列にリンク付けするリンク
付け部と、
　を有することを特徴とするレポート作成支援システム。
【請求項２】
　前記表示部は、
　前記アノテーションが付された医用画像を表示する第１の表示部と、
　前記作成画面を表示する第２の表示部と、
　を有することを特徴とする請求項１記載のレポート作成支援システム。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記医用画像に表示されたアノテーションを操作可能な第１のモー
ドと、前記アノテーションを前記医用画像に対して固定することで前記アノテーションが
付された医用画像を生成する第２のモードとを切り替え可能な切替部を有し、
　前記入力部による前記所望のアノテーションの選択は、前記第１のモードまたは前記第
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２のモードで行われることを特徴とする請求項１または２記載のレポート作成支援システ
ム。
【請求項４】
　前記医用画像において、前記アノテーションは複数付されており、
　前記入力部により一のアノテーションが指定された場合、それ以外のアノテーションを
前記所望のアノテーションとして選択する選択部を有することを特徴とする請求項１から
３のいずれか一つに記載のレポート作成支援システム。
【請求項５】
　前記医用画像において、前記アノテーションは複数付されており、
　前記入力部により一のアノテーションが指定された場合、指定された前記アノテーショ
ン近傍のアノテーションを前記所望のアノテーションとして選択する選択部を有すること
を特徴とする請求項１から３のいずれか一つに記載のレポート作成支援システム。
【請求項６】
　前記医用画像において、前記アノテーションは複数付されており、
　前記所望のアノテーションが選択された場合に、前記所望のアノテーションのみが付さ
れた前記医用画像の縮小画像を作成する縮小画像作成部を有し、
　前記表示制御部は前記縮小画像を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１か
ら５のいずれか一つに記載のレポート作成支援システム。
【請求項７】
　コンピュータに、
　表示部に対し、複数のアノテーションが付された医用画像、及び複数の文字列から構成
される読影レポートを作成するための作成画面を表示させる表示制御機能と、
　前記複数のアノテーションから所望のアノテーションを選択する入力機能と、
　前記入力機能により選択された前記所望のアノテーションのみが付された前記医用画像
を前記作成画面における所望の前記文字列に対して移動する指示がなされた場合に、前記
所望のアノテーションのみが付された医用画像を前記所望の文字列にリンク付けするリン
ク付け機能と、
　を実行させることを特徴とするレポート作成支援プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、レポート作成支援システム及びレポート作成支援プログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野においては、専門分野が細分化されている。たとえば、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ
装置等により取得された医用画像の読影を行う場合、専門の医師（読影医）に依頼するこ
とが広く行われている。読影医は、読影対象の医用画像を確認しながら、その所見を読影
レポートとしてまとめる作業を行う。
【０００３】
　読影レポートの作成には、たとえば、レポート作成装置が用いられる。レポート作成装
置を用いた読影レポート作成は、読影医が表示部に表示された医用画像を確認し、所見を
見出す。そして、読影医がその所見を表示部に表示された所見入力欄に文字列として入力
することにより行われる。所見の判断に用いられた医用画像は、「キー画像」という場合
がある。
【０００４】
　読影レポートを作成する際、キー画像中における注目部位（たとえば、血栓や腫瘍等の
病変部）を明確にするため、キー画像にアノテーションと呼ばれる円や多角形等の図形を
付与することが行われる。
【０００５】
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　また、読影レポートを作成する際、所見入力欄に入力された文字列と医用画像とをリン
ク付けすることも可能である（ハイパーリンク）。読影医は、入力部等を介してリンク付
けする医用画像を選択し、その医用画像のドラッグを行う。そして、読影医は、ドラッグ
した医用画像をリンク付けしようとする所望の文字列にドロップする（以下、このドラッ
グ操作及びドロップ操作を合わせて「ドラッグアンドドロップ」という場合がある）。ド
ラッグアンドドロップの操作により、選択された医用画像の記憶先を示すアドレス情報が
ドロップされた文字列にリンク付けされる。更に、レポート作成装置は、医用画像のリン
ク付けと併せて、リンク付けされた文字列の色を変更し、下線を付すなどして識別可能に
表示する。下線が付された文字列が選択されると、レポート作成装置は、選択された文字
列にリンク付けされた医用画像を表示させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－３０１４５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここで、一つの医用画像に複数のアノテーションが付される場合がある。このような医
用画像を所望の文字列にハイパーリンクした場合において、所望の文字列が選択されると
、表示部には複数のアノテーションが付された医用画像が表示される。よって、医用画像
を確認したレポート作成依頼者（医師等）は、所望の文字列の内容が医用画像に示された
どのアノテーションに関する記載なのか（複数のアノテーション全てに対応する記載なの
か、一のアノテーションに対応する記載なのか等）を把握することが困難であった。
【０００８】
　実施形態は、前述の問題点を解決するためになされたもので、読影レポートの文字列と
その文字列にリンク付けされた医用画像に付されたアノテーションとの対応を容易に把握
することが可能なレポート作成支援技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、実施形態に記載のレポート作成支援システムは、表示制御
部と、入力部と、リンク付け部とを有する。表示制御部は、表示部に対し、複数のアノテ
ーションが付された医用画像、及び複数の文字列から構成される読影レポートを作成する
ための作成画面を表示させる。入力部は、複数のアノテーションから所望のアノテーショ
ンを選択する。リンク付け部は、入力部により選択された所望のアノテーションのみが付
された医用画像を作成画面における所望の文字列に対して移動する指示がなされた場合に
、所望のアノテーションのみが付された医用画像を所望の文字列にリンク付けする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る医用情報システムを示す全体図である。
【図２】実施形態に係るレポート作成支援装置を示すブロック図である。
【図３】実施形態に係る表示部を示す図である。
【図４Ａ】実施形態に係る表示部を示す図である。
【図４Ｂ】実施形態に係る表示部を示す図である。
【図４Ｃ】実施形態に係る表示部を示す図である。
【図４Ｄ】実施形態に係る表示部を示す図である。
【図５】実施形態に係るレポート作成支援装置の動作を示すフローチャートである。
【図６】変形例２に係るレポート作成支援装置を示すブロック図である。
【図７Ａ】変形例２に係る表示部を示す図である。
【図７Ｂ】変形例２に係る表示部を示す図である。
【図８Ａ】変形例２に係る表示部の別例を示す図である。
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【図８Ｂ】変形例２に係る表示部の別例を示す図である。
【図９】変形例３に係るレポート作成支援装置を示すブロック図である。
【図１０Ａ】変形例３に係る表示部を示す図である。
【図１０Ｂ】変形例３に係る表示部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜実施形態＞
　図１から図５を参照して、本実施形態に係るレポート作成支援装置の構成について説明
する。
【００１２】
［医用情報システム１の全体構成］
　図１に示すように、医用情報システム１は、医用画像撮影装置２、医用画像保管装置３
、レポート作成支援装置４及びレポート保管装置５を含んで構成されている。これらの装
置間はＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等のネットワークＮを介して通
信可能に接続されている。装置間の通信は、医用画像の標準規格であるＤＩＣＯＭ（Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｍｅｄｉ
ｃｉｎｅ）に準拠することが望ましいが、適宜、他の標準規格を適用してもよい。情報通
信は、業界標準規格のＴＣＰ／ＩＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）通信で、データはネットワークＮ
を介してパケット（転送する情報の基本単位）でやり取りされる。
【００１３】
　医用画像撮影装置２は、Ｘ線撮影装置、Ｘ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａ
ｐｈｙ）装置及びＭＲＩ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）装
置等の撮影装置である。これらの撮影装置で被検体を撮影することにより、医用画像を取
得することができる。取得された医用画像は、たとえばＤＩＣＯＭに準拠したファイル形
式で医用画像保管装置３に送信される。送信される医用画像には、その医用画像を取得し
た日付、撮影条件等その医用画像に付随する画像関連情報が含まれている。なお、「画像
」と「画像データ」は一対一に対応するので、本実施形態においては、これらを同一視す
る場合がある。
【００１４】
　医用画像保管装置３は、医用画像撮影装置２から送信された医用画像等を保管する装置
である。医用画像保管装置３は、所謂コンピュータであり、内部にＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ。図示なし）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ。図示なし）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ。図示なし
）及び大容量の記憶装置（図示なし）等を含んで構成されている。
【００１５】
　レポート作成支援装置４は、読影医等からの指示入力に基づき、医用画像に関する所見
を記録し、読影レポートを作成するための装置である。レポート作成支援装置４の詳細に
ついては後述する。
【００１６】
　レポート保管装置５は、読影レポートを作成するための作成画面のテンプレート、レポ
ート作成支援装置４で作成された読影レポート、及びその読影レポートを作成する際に参
照した医用画像（キー画像）等を保管する装置である。レポート保管装置５は、所謂コン
ピュータであり、内部にＣＰＵ（図示なし）、ＲＯＭ（図示なし）、ＲＡＭ（図示なし）
及び大容量の記憶装置（図示なし）等を含んで構成されている。なお、医用画像保管装置
３及びレポート保管装置５は、一つの装置として構成されていてもよい。或いは、レポー
ト作成支援装置４及びレポート保管装置５を一つの装置として構成することも可能である
。
【００１７】
［レポート作成支援装置の構成］
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　図２に示すように、レポート作成支援装置４は、入力部４１と、表示部４２と、処理部
４３とを含んで構成されている。本実施形態におけるレポート作成支援装置４は、「レポ
ート作成支援システム」の一例である。
【００１８】
（入力部）
　入力部４１は、レポート作成支援装置４において各種の指示入力を行うために設けられ
ている。入力部４１は、たとえば、キーボード、マウス、トラックボール、ジョイスティ
ック等により構成される。また、入力部４１として、表示部４２に表示されたＧＵＩ（Ｇ
ｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を用いることも可能である。
【００１９】
（表示部）
　表示部４２は、読影レポート及び医用画像を表示するディスプレイである。本実施形態
では、第１の表示部４２ａ及び第２の表示部４２ｂを有するデュアルディスプレイが用い
られている。第１の表示部４２ａには医用画像が表示される。第２の表示部４２ｂには読
影レポートを作成するための作成画面や、作成された読影レポートが表示される。
【００２０】
（処理部）
　本実施形態において、処理部４３は、通信部４３１、表示制御部４３２、レポート作成
部４３３、アノテーション部４３４及びリンク付け部４３５を有する。処理部４３は、た
とえばＣＰＵにより構成される。
【００２１】
　通信部４３１は、入力部４１等からの指示入力に基づいて、読影レポートを作成する際
に参照する医用画像を医用画像保管装置３から取得する。たとえば、入力部４１で検査Ｉ
Ｄが入力された場合、通信部４３１は、その検査ＩＤに対応する医用画像を医用画像保管
装置３から読み出す。また、通信部４３１は、入力部４１等からの指示入力に基づいて、
読影レポートの作成画面のテンプレートをレポート保管装置５から取得する。また、通信
部４３１は、レポート作成支援装置４により作成された読影レポート等をレポート保管装
置５に送信する。
【００２２】
　表示制御部４３２は、表示部４２（第１の表示部４２ａ及び第２の表示部４２ｂ）に対
する各種の表示制御を行う。たとえば、表示制御部４３２は、医用画像保管装置３から取
得した医用画像を第１の表示部４２ａに表示させる。また、表示制御部４３２は、レポー
ト保管装置５から取得したテンプレートに基づき、読影レポートの作成画面を第２の表示
部４２ｂに表示させる。
【００２３】
　また、本実施形態における表示制御部４３２は、切替部４３２ａを含んで構成されてい
る。レポート作成支援装置４は、医用画像に表示されたアノテーションを操作可能なモー
ド（以下、「第１のモード」という場合がある）、アノテーションを医用画像に対して固
定することでアノテーションが付された医用画像を生成するモード（以下、「第２のモー
ド」という場合がある）を有する。すなわち、第１のモードは、アノテーションの位置や
形状の変更が可能なモードである。第２のモードは、アノテーションの位置や形状の変更
が不可能なモードである。切替部４３２ａは、入力部４１等からの指示入力に基づいて、
第１のモードと第２のモードとの切り替えを行う。
【００２４】
　レポート作成部４３３は、入力部４１等からの指示入力に基づいて、第２の表示部４２
ｂに表示された読影レポートの作成画面の所見入力欄に所見の内容を記入する。たとえば
、入力部４１がキーボードからなる場合、レポート作成部４３３は、読影医により押下さ
れた文字キーに対応付けられた文字を所見入力欄に電子データとして記録することにより
、所見入力欄に所見の内容を記入する。所見の内容は、複数の文字列で構成される。
【００２５】
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　アノテーション部４３４は、入力部４１等からの指示入力に基づいて、第１の表示部４
２ａに表示された医用画像中にアノテーションを付加させる。
【００２６】
　アノテーションは、医用画像中に付加することで注目部位等を認識し易くするためのマ
ークである。アノテーションは、様々な形態で表示される。たとえば、アノテーションは
、注目部位（病変部等）を指す矢印や、注目部位を囲む円、楕円、多角形、或いは、注目
部位を囲むようにフリーハンドで描かれた線等、医用画像上に描出される図形である。ま
た、アノテーションには、注目部位の大きさを示す目盛り等も含まれる。
【００２７】
　図３は、第１の表示部４２ａに表示された医用画像Ｉの一例を示す図である。図３では
、医用画像Ｉ中に円形状のアノテーションＡ１及び矢印形状のアノテーションＡ２、アノ
テーションＡ３が付されている。このように、一の医用画像に複数のアノテーションが付
加されてもよい。
【００２８】
　アノテーションの付加は、手動または自動で行うことが可能である。
【００２９】
　アノテーションの付加を手動で行う場合、第１のモード下、読影医は医用画像の注目部
位に対して図形を描く。アノテーション部４３４は、描かれた図形をアノテーションとし
て医用画像に表示させる。その後、切替部４３２ａは、第１のモードから第２のモードに
切り替えを行う。これにより、アノテーション部４３４は、表示されたアノテーションを
医用画像に対して固定することで、アノテーションが付された医用画像を生成する（すな
わち、アノテーション部４３４は、医用画像にアノテーションを付加する）。
【００３０】
　一方、アノテーションの付加を自動で行う場合、たとえば、特開２０１０－５７９０２
号公報の技術を応用することが可能である。ここでは、図３に示すような３つのアノテー
ションを付加する例について述べる。読影医は、予め設定された複数のアノテーションの
中から一のアノテーションを選択する。そして、第１のモード下、読影医がマウス（入力
部４１）により医用画像中の注目部位を選択すると、アノテーション部４３４は、選択さ
れた部分に選択されたアノテーション（アノテーションＡ１）を表示させる。読影医は、
入力部４１を介してアノテーションＡ１の位置を調整する。同様に、アノテーション部４
３４は、医用画像Ｉにおいて、矢印のアノテーションＡ２及びアノテーションＡ３を表示
させる。その後、切替部４３２ａは、入力部４１からの指示入力に基づき、第１のモード
から第２のモードに切り替えを行う。これにより、アノテーション部４３４は、表示され
たアノテーションＡ１～Ａ３を医用画像Ｉに対して固定する（すなわち、アノテーション
部４３４は、医用画像にアノテーションを付加する。図３参照）。
【００３１】
　なお、アノテーションを選択する代わりに、予め設定された情報（たとえば、読影医の
読影ルーチンに基づく複数のアノテーションの組み合わせや、過去の読影レポート作成時
に使用したアノテーションの情報）に基づいてアノテーションを自動で表示させてもよい
。たとえば、入力部４１により注目部位が選択された場合、アノテーション部４３４は、
予め設定された情報に基づくアノテーションを自動で選択し、注目部位の位置に表示させ
る。
【００３２】
　アノテーションの付加は、医用画像に対してアノテーションの画像を重ねる（オーバー
レイ）ことでもよいし、医用画像においてアノテーションが表示される領域の画素をアノ
テーションのＧＳＰＳ（Ｇｒａｙｓｃａｌｅ　Ｓｏｆｔｃｏｐｙ　Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉ
ｏｎ　Ｓｔａｔｅ）に基づいて置き換えることでもよい。
【００３３】
　リンク付け部４３５は、入力部４１により選択された所望のアノテーションのみが付さ
れた医用画像を作成画面における所望の文字列に対して移動する指示がなされた場合に、
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所望のアノテーションのみが付された医用画像を所望の文字列にリンク付けする。リンク
付けの処理は、第１の表示部４２ａにアノテーションが付加された医用画像が表示され、
且つ第２の表示部４２ｂに読影レポートの作成画面が表示された状態で行われる。
【００３４】
　本実施形態において、「所望のアノテーション」とは、医用画像に付加されたアノテー
ションのうち、読影医が望む所望の文字列に記載された内容に関連する領域を示すアノテ
ーションをいう。「所望の文字列」とは、読影レポートに示される複数の文字列のうち、
医用画像をリンク付け（ハイパーリンク）する対象となる文字列をいう。また、「移動す
る指示」とは、ドラッグアンドドロップの操作をいう。また、「医用画像を所望の文字列
にリンク付けする」とは、医用画像データを読影レポートに示される所望の文字列のデー
タに関連付けることをいう。この関連付けには、たとえば、読影レポート内における画像
の位置（貼付位置）や画像のサイズ等が含まれる。
【００３５】
　以下、図４Ａ～図４Ｄを参照して、リンク付けの具体例について説明する。ここでは、
図３に示すアノテーションＡ１～Ａ３が付された医用画像Ｉにおいて、アノテーションＡ

１のみが選択された場合について述べる。以下の説明では、アノテーションＡ１が「所望
のアノテーション」であり、文字列βが「所望の文字列」であるとする。文字列βは、ア
ノテーションＡ１で示された領域に関する所見が記載されているものとする。また、リン
ク付けの操作は、第２のモードで実行されるものとして述べる。
【００３６】
　読影医は、第２の表示部４２ｂに表示される読影レポートの作成画面Ｗに患者ＩＤや患
者の氏名等を入力する。また、読影医は、所見入力欄Ｆ１に医用画像Ｉに関する所見を示
す文字列α及び文字列βを入力する（図４Ａ参照）。
【００３７】
　その後、読影医は、文字列βに関して、アノテーションＡ１が付された医用画像Ｉのリ
ンク付けを行う。
【００３８】
　この場合、読影医は、入力部４１によりアノテーションＡ１を選択する（ドラッグ操作
。図４Ｂ参照）。表示制御部４３２は、選択されたアノテーションＡ１が他のアノテーシ
ョンと識別可能となるよう表示形態を変更する。たとえば、表示制御部４３２は、選択さ
れたアノテーションＡ１の表示色を他のアノテーションの表示色と変える。或いは、表示
制御部４３２は、選択されたアノテーションＡ１の近傍に選択されたことを示すマークを
表示させてもよい。なお、図４Ｂでは、選択されたアノテーションとそれ以外のアノテー
ションとを区別するため、選択されたアノテーション（アノテーションＡ１）を破線で示
している。
【００３９】
　アノテーションＡ１が選択された場合、リンク付け部４３５は、選択されたアノテーシ
ョンが表示される医用画像Ｉが有する特定情報（ＳｔｕｄｙインスタンスＵＩＤ、ＳＯＰ
インスタンスＵＩＤ、検査日、検査を行った医用画像撮影装置２の種類、指定されたアノ
テーションＡ１の位置情報等）をＵＲＬ形式の情報として取得する。
【００４０】
　その後、読影医は、入力部４１により、アノテーションＡ１を選択した状態で医用画像
Ｉを第２の表示部４２ｂに表示された文字列βにドロップする（図４Ｃ参照）。リンク付
け部４３５は、ドロップされた医用画像Ｉを文字列βにリンク付けする。リンク付けされ
た医用画像Ｉは、たとえば、作成画面Ｗの画像表示欄Ｆ２に表示される（図４Ｄ参照）。
そして、リンク付け部４３５は、取得された特定情報を含むハイパーリンクに関する情報
（以下、「ハイパーリンクＵＲＬ情報」という場合がある）を作成し、読影レポートと関
連付けてレポート保管装置５に記憶させる。
【００４１】
　表示制御部４３２は、文字列βを他の文字列と識別可能な状態で表示させる。たとえば
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、表示制御部４３２は、文字列βの表示色を他の文字列の表示色と変更させ、且つ文字列
βに下線を付す表示を行う（図４Ｄ参照）。
【００４２】
　なお、上記では、一のアノテーションを選択する例について述べたが、複数のアノテー
ションを選択することも可能である。たとえば、入力部４１がキーボードの場合、読影医
は、ＳＨＩＦＴキーを押下したまま、キー操作を行うことにより、複数のアノテーション
を選択することでできる。
【００４３】
　また、ある文字列に対して、複数の医用画像をリンク付けすることも可能である。たと
えば、上記例において医用画像Ｉを文字列βにリンク付けした後、読影医によって異なる
医用画像Ｉ´が文字列βに対してドラッグアンドドロップされたとする。この場合、リン
ク付け部４３５は、ドロップされた医用画像Ｉ´を医用画像Ｉと共に文字列βにリンク付
けする。
【００４４】
［動作］
　次に、図５を参照して、本実施形態に係るレポート作成支援装置４の動作について説明
する。
【００４５】
　まず、レポート作成支援装置４を起動する。レポート作成支援装置４が起動されると、
通信部４３１は、読影レポートの作成画面のテンプレートをレポート保管装置５から取得
する。表示制御部４３２は、取得した読影レポートの作成画面を第２の表示部４２ｂに表
示させる（Ｓ１０）。
【００４６】
　次に、入力部４１から検査ＩＤが入力されると、通信部４３１はその検査ＩＤに対応す
る医用画像を医用画像保管装置３から取得する。表示制御部４３２は、取得された医用画
像を第１の表示部４２ａに表示させる（Ｓ１１）。
【００４７】
　読影医は、第１の表示部４２ａに表示された医用画像を観察し、所見を見出す。そして
、読影医は、その所見を第２の表示部４２ｂに表示された読影レポート作成画面に入力す
る。
【００４８】
　また、読影医は、入力部４１を介して医用画像中の注目部位を指定する。この指示入力
に基づき、アノテーション部４３４は、注目部位に対してアノテーションを付加する（Ｓ
１２）。以下、医用画像Ｉに対して複数のアノテーションＡ１～Ａ３が付加されたとして
説明を行う（図３参照）。
【００４９】
　ここで、読影医は、入力した文字列のうち所望の文字列に対し、その入力時に参照した
医用画像のリンク付け（ハイパーリンク）を行う。この場合、読影医は、入力部４１で複
数のアノテーションから所望のアノテーション（アノテーションＡ１）を選択する（Ｓ１
３）。
【００５０】
　読影医は、アノテーションＡ１を選択した状態（Ｓ１３の状態）で医用画像Ｉをドラッ
グし、所望の文字列にドロップする（Ｓ１４）。
【００５１】
　リンク付け部４３５は、所望の文字列にドロップされた医用画像Ｉをリンク付けする（
Ｓ１５。ハイパーリンク）。
【００５２】
　このようにして、所望のアノテーションのみが付された医用画像と所望の文字列とのハ
イパーリンクが作成された読影レポートが完成する（Ｓ１６）。作成された読影レポート
は、ハイパーリンクＵＲＬ情報と共にレポート保管装置５に保管される。
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【００５３】
　作成された読影レポートを参照する場合、レポート作成依頼者は、操作端末（たとえば
、レポート作成者が所有するＰＣ）に検査ＩＤを入力する。操作端末は、入力された検査
ＩＤに対応する読影レポートをレポート保管装置５から読み出し、操作端末の表示画面に
表示させる。操作端末のキーボード等により、表示された読影レポートにおける所望の文
字列が選択されると、操作端末は、所望の文字列にリンク付けされた医用画像を表示させ
る。表示された医用画像には、所望の文字列に関連する領域を示すアノテーション（所望
のアノテーション）のみが示されている。よって、レポート作成依頼者は、所望の文字列
に記載された内容が医用画像のどの領域に関するものであるかを容易に把握することがで
きる。すなわち、所望のアノテーションのみが付された医用画像を表示させることにより
、レポート作成依頼者による診断効率が向上する。
【００５４】
　なお、本実施形態に係るレポート作成支援システムの構成は上記の構成に限られない。
たとえば、複数の装置からなるシステムを構築することも可能である。
【００５５】
　具体例として、医用画像を閲覧するための画像閲覧装置を設ける例について述べる。画
像閲覧装置は、所謂コンピュータであり、ＣＰＵ（図示なし）、ＲＯＭ（図示なし）、及
びＲＡＭ（図示なし）、表示部等を含んで構成されている。画像閲覧装置は、医用画像保
管装置３から医用画像を受信し、画像ビューワと呼ばれるアプリケーションソフトウェア
にて表示部に表示することができる。そして、画像閲覧装置では、医用画像の表示及びア
ノテーションの付加に関する処理等を実行させる。つまり、画像閲覧装置の表示部は「第
１の表示部４２ａ」に該当する。
【００５６】
　一方、レポート作成支援装置４は、読影レポートの作成に関する処理（医用画像と文字
列とのリンク付けを含む）を実行する（この場合、レポート作成支援装置４には第１の表
示部４２ａ及びアノテーション部４３４は不要である）。これにより上記実施形態の構成
と同様の動作を行うことが可能となる。この場合、レポート作成支援装置４及び画像閲覧
装置がレポート作成支援システムの一例となる。
【００５７】
　或いは、レポート作成支援装置４を設ける代わりに、医用画像撮影装置２等の他の装置
（コンピュータ）にレポート作成支援装置４の機能を実行させてもよい。たとえば、医用
画像撮影装置２に所定のレポート作成支援プログラムを実行させることで医用画像撮影装
置２に上記動作を行わせることも可能である。このようなレポート作成支援プログラムは
、少なくとも表示制御機能及びリンク付け機能を有する。表示制御機能は、コンピュータ
（たとえば、医用画像撮影装置２）の表示部に対し、少なくとも一つのアノテーションが
付された医用画像、及び複数の文字列から構成される読影レポートを作成するための作成
画面を表示させる。リンク付け機能は、コンピュータに設けられる入力部により選択され
た所望のアノテーションのみが付された医用画像を作成画面における所望の文字列に対し
て移動する指示がなされた場合に、所望のアノテーションのみが付された医用画像を所望
の文字列にリンク付けする。
【００５８】
［作用・効果］
　本実施形態に係るレポート作成支援システムの作用及び効果について説明する。
【００５９】
　レポート作成支援システムは、表示制御部４３２と、リンク付け部４３５とを有する。
表示制御部４３２は、表示部（第１の表示部４２ａ、第２の表示部４２ｂ）に対し、少な
くとも一つのアノテーションが付された医用画像、及び複数の文字列から構成される読影
レポートを作成するための作成画面を表示させる。リンク付け部４３５は、入力部４１に
より選択された所望のアノテーションのみが付された医用画像を作成画面における所望の
文字列に対して移動する指示がなされた場合に、所望のアノテーションのみが付された医
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用画像を所望の文字列にリンク付けする。
【００６０】
　このように、リンク付け部４３５は、所望のアノテーションのみが付された医用画像と
所望の文字列とのリンク付けを行う。従って、その文字列にリンク付けされた医用画像を
観察する医師等は、その文字列に示された内容が医用画像のどの領域に関する記載である
かを容易に判断することができる。すなわち、本実施形態におけるレポート作成支援シス
テムによれば、読影レポートの文字列とその文字列にリンク付けされた医用画像に付され
たアノテーションとの対応を容易に把握することが可能となる。
【００６１】
　また、レポート作成支援システムにおける表示制御部４３２は、切替部４３２ａを有す
る。切替部４３２ａは、医用画像に表示されたアノテーションを操作可能な第１のモード
と、アノテーションを医用画像に対して固定することでアノテーションが付された医用画
像を生成する第２のモードとを切り替える。そして、入力部４１による所望のアノテーシ
ョンの選択は、第２のモードで行われる。
【００６２】
　このように、切替部４３２ａが第１のモードと第２のモードとを切り替えることで、医
用画像に対してアノテーションを固定することができる。また、アノテーションが固定さ
れた状態でアノテーションの選択及びドラッグアンドドロップが可能となるため、医用画
像に付されたアノテーションをドラッグした場合等にアノテーションの位置がずれること
がない。
【００６３】
　また、コンピュータにプログラムを実行させることで、本実施形態に係るレポート作成
支援システムを実現させることも可能である。このようなレポート作成支援プログラムは
、表示制御機能と、リンク付け機能とを有する。表示制御機能は、表示部に対し、少なく
とも一つのアノテーションが付された医用画像、及び複数の文字列から構成される読影レ
ポートを作成するための作成画面を表示させる。リンク付け機能は、入力部４１により選
択された所望のアノテーションのみが付された医用画像を作成画面における所望の文字列
に対して移動する指示がなされた場合に、所望のアノテーションのみが付された医用画像
を所望の文字列にリンク付けする。
【００６４】
　このように、リンク付け機能により、コンピュータに所望のアノテーションのみが付さ
れた医用画像と所望の文字列とのリンク付けを行わせる。従って、その文字列にリンク付
けされた医用画像を観察する医師等は、その文字列に示された内容が医用画像のどの部分
に関する記載であるかを容易に判断することができる。すなわち、本実施形態におけるレ
ポート作成支援プログラムを実行することで、読影レポートの文字列とその文字列にリン
ク付けされた医用画像に付されたアノテーションとの対応を容易に把握することが可能と
なる。
【００６５】
＜変形例１＞
　上記実施形態では、第２のモード（アノテーションの位置や形状の変更が不可能なモー
ド）下で、アノテーションが付された医用画像と所望の文字列とのリンク付けを行う例を
示したが、同様の処理を第１のモード下で行うことも可能である。
【００６６】
　一方、第１のモードは、アノテーションの位置や形状を変更することが可能なモードで
ある。従って、第１のモード下、アノテーションを選択した状態でドラッグアンドドロッ
プを行うと、アノテーションの位置が動く可能性がある。
【００６７】
　そこで、リンク付け部４３５は、第１のモードにおいて入力部４１によりアノテーショ
ンが選択された場合、選択されたアノテーションの位置を記憶する。そして、リンク付け
部４３５は、入力部４１の操作量が所定量以上になった場合には、その操作がドラッグア
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ンドドロップの操作であると判断し、所望の文字列に対し、記憶された位置にアノテーシ
ョンが付された医用画像をリンク付けする。所定量は、入力部４１による操作がアノテー
ションに対する操作なのか、ドラッグアンドドロップの操作なのかを判別できる値である
。たとえば、第１の表示部４２ａの表示画面における縦（または横）の長さを所定量とし
て適用することができる。
【００６８】
　本変形例におけるレポート作成支援装置４は、第１のモードで所望のアノテーションの
選択を行い、医用画像を所望の文字列にリンク付けすることができる。すなわち、レポー
ト作成支援装置４は、第２のモードへの切り替えが不要となる。従って、より簡易に所望
の文字列と所望のアノテーションのみが付された医用画像とのハイパーリンクを行うこと
が可能となる。
【００６９】
＜変形例２＞
　上記実施形態では所望のアノテーションを入力部４１で直接選択する構成について述べ
たが、所望のアノテーションの選択は上記例に限られない。
【００７０】
　たとえば、アノテーションが複数付された医用画像において、あるアノテーション以外
、全てのアノテーションを選択したい場合もありうる。
【００７１】
　この場合、図６に示すように、処理部４３は、通信部４３１、表示制御部４３２、レポ
ート作成部４３３、アノテーション部４３４、リンク付け部４３５及び選択部４３６を有
する。
【００７２】
　選択部４３６は、入力部４１により一のアノテーションが指定された場合、それ以外の
アノテーションを所望のアノテーションとして選択する。
【００７３】
　図７Ａ及び図７Ｂを参照して選択部４３６による処理の一例を示す。図７Ａ及び図７Ｂ
は、第１の表示部４２ａに表示された医用画像Ｉを示す図である。医用画像Ｉには、４つ
のアノテーション（アノテーションＡ１～Ａ４）が付されている。
【００７４】
　読影医が入力部４１によりアノテーションＡ１を指定したとする（図７Ａ参照。図７Ａ
では指定されたアノテーションＡ１を破線で示す）。このとき、選択部４３６は、アノテ
ーションＡ１以外で医用画像Ｉに付されているアノテーション（アノテーションＡ２～ア
ノテーションＡ４）を所望のアノテーションとして選択する（図７Ｂ参照）。図７Ｂの医
用画像Ｉをドラッグアンドドロップすることにより、リンク付け部４３５は、所望の文字
列に対し、アノテーションＡ２～アノテーションＡ４のみが付された医用画像Ｉをリンク
付けすることができる。
【００７５】
　或いは、選択部４３６は、入力部４１により一のアノテーションが指定された場合、指
定されたアノテーション近傍のアノテーションを所望のアノテーションとして選択するこ
とも可能である。
【００７６】
　図８Ａ及び図８Ｂを参照して選択部４３６による処理の別例を示す。図８Ａ及び図８Ｂ
は、第１の表示部４２ａに表示された医用画像Ｉを示す図である。医用画像Ｉには、６つ
のアノテーション（アノテーションＡ１～Ａ６）が付されている。
【００７７】
　読影医が入力部４１によりアノテーションＡ６を指定したとする（図８Ａ参照。図８Ａ
では指定されたアノテーションＡ６を破線で示す）。このとき、選択部４３６は、アノテ
ーションＡ６、及びアノテーションＡ６の近傍にあるアノテーション（アノテーションＡ

３～アノテーションＡ５）を所望のアノテーションとして選択する（図８Ｂ参照）。図８
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Ｂの医用画像Ｉをドラッグアンドドロップすることにより、リンク付け部４３５は、所望
の文字列に対し、アノテーションＡ３～アノテーションＡ６のみが付された医用画像Ｉを
リンク付けすることができる。「指定されたアノテーションの近傍」とは、指定されたア
ノテーションから所定の画素範囲内にあるアノテーションをいう。所定の画素範囲は、任
意に設定することが可能である。
【００７８】
　このように、選択部４３６を設けることにより、複数のアノテーションを一度に選択す
ることが可能となる。すなわち、本変形例にかかるレポート作成支援装置４によれば、所
望のアノテーションが複数ある場合であってもそれらを簡易に選択することができる。
【００７９】
　なお、所望のアノテーションの選択をどのように行うか（上記実施形態の処理で行うか
、選択部４３６を用いた処理を行うか）は、予め設定することが可能である。たとえば、
レポート作成支援装置４は、予め各選択に対応するモードを有している。読影医は、アノ
テーションの選択を行う際に、それらのモードから任意のモードを選んで設定することが
できる。
【００８０】
＜変形例３＞
　所望の文字列に医用画像をリンク付けする前に、その医用画像（選択されたアノテーシ
ョンのみが付された医用画像）を確認したい場合がある。
【００８１】
　この場合、図９に示すように、処理部４３は、通信部４３１、表示制御部４３２、レポ
ート作成部４３３、アノテーション部４３４、リンク付け部４３５及び縮小画像作成部４
３７を有する。
【００８２】
　縮小画像作成部４３７は、所望のアノテーションが選択された場合に、所望のアノテー
ションのみが付された医用画像の縮小画像を作成する。表示制御部４３２は作成された縮
小画像を表示部４２に表示させる。
【００８３】
　図１０Ａ及び図１０Ｂを参照して縮小画像作成部４３７により表示される縮小画像の一
例を示す。図１０Ａ及び図１０Ｂは、第１の表示部４２ａに表示された医用画像Ｉを示す
図である。
【００８４】
　たとえば、医用画像Ｉにおいて、読影医が所望のアノテーションとしてアノテーション
Ａ２を選択したとする（図１０Ａ参照。図１０Ａでは選択されたアノテーションＡ２を破
線で示す）。このとき、縮小画像作成部４３７は、選択されたアノテーションＡ２のみが
付された縮小画像Ｉｓを作成する。表示制御部４３２は、作成された縮小画像Ｉｓを医用
画像Ｉに重ねて表示させる（図１０Ｂ参照）。
【００８５】
　このように、選択されたアノテーションを示す縮小画像を表示させることで、読影医は
、所望の文字列と医用画像とのリンク付けを行う前に、リンク付けを行おうとしている医
用画像が所望のアノテーションのみが付された医用画像であるかを確認することができる
。
【００８６】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
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【００８７】
　１　医用情報システム
　２　医用画像撮影装置
　３　医用画像保管装置
　４　レポート作成支援装置
　５　レポート保管装置
　４１　入力部
　４２　表示部
　４２ａ　第１の表示部
　４２ｂ　第２の表示部
　４３　処理部
　４３１　通信部
　４３２　表示制御部
　４３２ａ　切替部
　４３３　レポート作成部
　４３４　アノテーション部
　４３５　リンク付け部

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図４Ｄ】 【図５】

【図６】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９】



(17) JP 6076762 B2 2017.2.8
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